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ご注意

(1) 本マニュアルは、アライドテレシス(株)が作成したもので、全ての権利をアライド
テレシス(株)が保有しています。アライドテレシス(株)に無断で本書の一部または
全部を複製することを禁じます。

(2) アライドテレシス(株)は、予告なく本マニュアルの一部または全体を修正、変更す
ることがありますのでご了承ください。

(3) アライドテレシス(株)は、改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありま
すのでご了承ください。

(4) 本製品の内容またはその仕様に関して発生した結果については、いかなる責任も負
いかねますのでご了承ください。

©1996 アライドテレシス株式会社

商標について

CentreCOMはアライドテレシス株式会社の商標です。
Windowsは米国Microsoft Corporationの登録商標です。
NIFTY-Serveはニフティ株式会社の商標です。
BEKKOAME/INTERNETは株式会社ベッコアメ・インターネットの商標です。

その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカーの商
標または登録商標です。

マニュアルバージョン

1996年12月 Ver. 1.0 pl. 0 1st release
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概要

表記について

本文中、下線付きで表示された文字列はWindows95独自の機能・ファイルなどの名称
です。それらは予めWindows95の画面に表示されています。

（例）　ハイパーターミナル、接続方法(U):

また、イタリック体で表記された文字列はお客様がWindows95の設定画面で、入力ま
たは選択する設定項目です。

（例）　標準、日本(81)

Windows95の設定について

本書では通信に必要なWindows95の各種設定ユーティリティは既にインストールされ
ているものとして説明しています。本文中に挙げられる設定ユーティリティがお客様の
環境にインストールされていない場合は別途インストール作業を行ったのちに本書をお
読みください。
ユーティリティのインストール手順についてはWindows95のマニュアル・ヘルプ等を
ご覧ください。
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1　BBSに接続してみましょう

まずは、BBS†へ接続してみましょう。
ここでは、例としてNIFTY-Serve（ニフティ株式会社）のROAD5に接続します。

1.1　接続までの流れ

ハイパーターミナルを起動し、BBSに関する情報を設定します。
　↓
BBSに電話をかけます。
　↓
電話回線の接続が完了したら、BBSに接続（ログオン）します。

1.2　準備

1 ハイパーターミナルはインストールされていますか？

スタート→プログラム→アクセサリ→ハイパーターミナルと進み、Hypertrm
アイコンが存在することを確認してください。（p.5の手順(1)を参照）

2　　BBSのユーザー IDをご用意ください。

ユーザー IDの入手方法は各BBSにお問い合わせください。
本書ではNIFTY-ServeのユーザーIDを既に取得しているものとして説明し
ています。

3　　BBSのアクセスポイントの電話番号を調べておきます。

本書ではNIFTY-ServeのROAD5（東京）の番号を使用します。

† 本書ではオンラインサービス・商用パソコンネットワークなどを総称して「BBS」と呼びます。
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1.3　接続しましょう

(1) スタート→プログラム→アクセサリ→ハイパーターミナルと進むと
HyperTerminalウィンドウが現れます。Hypertrmアイコンをダブルクリック
して、ハイパーターミナルを起動して下さい。

(2) 「接続の設定」ダイアログが表示されます。名前(N):にNIFTY-Serveと入力し
ます。（必ず半角文字をご使用ください。）NIFTY-Serve の設定ファイル
（Windows95では「セッション」と呼びます）に使用するアイコンをアイコ
ン(I):から選択し、OKをクリックします。
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(3) 「電話番号」ダイアログが表示されます。NIFTY-Serveに関する情報を入力
してください。下の画面はROAD5のアクセスポイント（東京）に接続する
場合の入力例です。接続方法(N)はAllied Telesis,K.K. LAN + MODEM PC Card
(MODEM)を選択して下さい。（ただし、下の画面のように名前は途中までしか表示され

ていません）全ての項目を正しく入力していることを確認したら、OKをクリッ
クします。

(4) 「接続」ダイアログが表示されます。ここで、すぐにダイヤルのプロパティ
(D)...をクリックし、「ダイヤルのプロパティ」ダイアログを表示します。必
要に応じて各項目の設定を行います。

所在地

　 登録名(D): ホスト局の所在地を登録する名称を入力します。

　　　 自由な名称をつけられますが、標準標準標準標準標準のままでも構いません。
市外局番(C): ホスト局の電話番号の市外局番を0から入力します。

例では 030 30 30 30 3になります。

国番号(I): 日本日本日本日本日本(81)(81)(81)(81)(81)を選択します。

（参考）
電話番号のハイフン"－"は入力
しなくても構いません。
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ダイヤル方法

外線発信番号(O):

電話番号の前に入力しておきたい数字があれば入力して下さい†。
通話カードを使用する(U):

通常はチェックしないでおきます。
キャッチホン機能を解除するための番号(W):

通常はチェックしないでおきます。
ダイヤル方法:

お使いの電話回線がプッシュ回線の場合はトーン信号トーン信号トーン信号トーン信号トーン信号を、パルスダイヤル回

線の場合はパルス信号パルス信号パルス信号パルス信号パルス信号を選択してください。

全ての設定を終えたら、OKをクリックします。

(5) 再び「接続」ダイアログが表示されます。表示されている内容を確認の上、
間違いがなければ、ダイヤルをクリックしてNIFTY-Serveに電話をかけま
す。

(6) 電話回線への接続が始まると、「接続」ダイアログは下の画面のように変わり
ます。状況の欄は「接続中」→「ダイヤル中」と接続の状況を表示します。

† 手順(4)の画面は外線を0（ゼロ）発信で使う場合の入力例です。0発信の場合は" 0, " のように" ,
"（コンマ）を添えておくことをおすすめします。","と電話番号の間にはスペースを入れてくださ
い。
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話し中の場合は、状況の欄に「通話中」と表示されます。少し時間をおいて
今すぐダイヤルをクリックし、再び接続を試みてください。

(7) 接続が完了すると、「接続」ダイアログが消え、ハイパーターミナルのターミ
ナルウィンドウがアクティブになります†→。下の画面は接続が完了し、まだ
何も入力がない状態です。

(8) リターンキーを押してください。NIFTY-Serveはいろいろな項目の入力を促
してきますので適切な文字列を入力してください。（下の画面は入力の一例で
す。詳細はNIFTY-Serveのマニュアルをご覧ください。）

「接続」と表示されていれば
電話回線に接続しています
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† ターミナルウィンドウが表示されるタイミングはモデムのプロパティ...で設定します。この例では
ターミナルウィンドウはHypertrmアイコンをクリックした段階で「新しい接続 - ハイパーターミナ
ル」の名称で画面に表示されています。

(9) 入力したパスワードが正しいものとして認識されると、NIFTY-Serve の
TOP画面が表示されます。これでNIFTY-Serveへの接続は完了です。

(10) NIFTY-Serveからログアウトするには、「＞」のあとにbyeまたはoffと入
力します。

この段階では電話回線との接続はまだ切断されていません。電話回線を切断
するにはHOST NAME?のあとにOFFと入力して下さい。
ターミナルウィンドウ左下の接続の欄が切断の表示に変わります††。

(11) ハイパーターミナルを終了します。ファイル(F)メニューのハイパーターミナ
ルの終了(Alt+F4)を選択します。次のダイアログが表示されたら、はい(Y)を
クリックしてNIFTY-Serveの設定ファイル（セッション）を保存して終了し
ます。

††通信(C)メニューの接続・切断コマンドはBBSへのログイン・ログアウトを実行します。
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† セッションの保存後に各設定値を変更する場合は手順(5)の「接続」ダイアログで変更(M)...をクリッ
クして下さい。

(12) HyperTerminalウィンドウには新たにNIFTY-Serveアイコンが表示されてい
ます。次回からはこのNIFTY-Serveアイコンをクリックするだけで自動的に
NIFTY-Serveに接続できるようになります。
ターミナルウィンドウの名称は「NIFTY-Serve - ハイパーターミナル」に変
わります。
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2　インターネットに接続してみましょう

次にインターネットに接続するためにインターネットプロバイダ（以下、「プロバイダ」
と表記）にダイヤルアップ接続します。
ここでは、例としてbekkoame（株式会社ベッコアメ・インターネット）に接続します。
なお、接続する手順はプロバイダによって異なります。実際に接続する際にはプロバイ
ダから提供されるマニュアルを熟読してください。

2.1　接続までの流れ

ダイヤルアップネットワークを起動し、プロバイダに関する情報を設定します。
　↓
プロバイダに電話をかけます。
　↓
電話回線の接続が完了したら、必要なソフトを起動して、インターネットのサービ
スを利用します。

2.2　準備

1 ダイヤルアップネットワークはインストールされていますか

スタート→プログラム→アクセサリ→と進み、ダイヤルアップネットワーク
があることを確認してください。

2 ダイヤルアップアダプタはインストールされていますか

スタート→設定→コントロールパネル→と進み、ダイヤルアップアダプタが
あることを確認してください。

3 TCP/IPはインストールされていますか

スタート→設定→コントロールパネル→ネットワーク→ネットワークの設定
と進み、TCP/IPを選択してあることを確認してください。

4　　プロバイダのユーザー ID（アカウント）をご用意ください。

ユーザー IDの入手方法は各プロバイダにお問い合わせください。
本書ではbekkoameのユーザー IDを既に取得しているものとして説明して
います。

5　　プロバイダのアクセスポイントの電話番号を調べておきます。

6　　WWWブラウザソフトなどの必要なソフトをインストールしておきます。
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2.3　接続しましょう

(1) スタート→プログラム→アクセサリ→ダイヤルアップネットワークと進み、
「新しい接続」アイコンをダブルクリックします。
「新しい接続」ダイアログが表示されます。接続名(T):として bekkoameを入
力し、モデムの選択(M):は Allied Telesis,K.K. LAN + MODEM PC Card
(MODEM) を選択して、次へ＞をクリックします。

(2) 接続先プロバイダの電話番号を市外局番・電話番号・国番号の順に入力しま
す。市外局番(R):は "0"の次の数字から入力することにご注意ください。

(3) 下の画面が表示されたら内容を読んだ上で、完了をクリックします。
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(4) 「ダイヤルアップネットワークウィンドウ」にbekkoameの設定ファイルが
作成されています。bekkoameアイコンを選択してファイル(F)メニューから
プロパティ ...コマンドを選択します。

(5) bekkoameウィンドウが表示されます。サーバーの種類(T)...をクリックして
ください。

(6) 「サーバーの種類」ダイアログが表示されます。サーバーの種類(S):で PPP;
Windows 95, Windows NT 3.5, インターネットを選択し、使用できるネット
ワークプロトコルは TCP/IPをチェックしてください。
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(7) 「TCP/IP 設定」ダイアログが表示されます。サーバーが割り当てた IP アド
レス(S)をチェックします。また、ネームサーバーアドレスを指定(M)を
チェックし、プロバイダから提供される値を入力します。（下の画面は一例で
す。）

(8) 「TCP/IP 設定」ダイアログ→「サーバーの種類」ダイアログ→「bekkoame」
ダイアログの順にOKをクリックしながらダイアログを順番に閉じます。以
上で設定は終わりました。つづいてプロバイダに接続します。

(9) 「ダイヤルアップネットワーク」ウィンドウに戻り、bekkoameアイコンをダ
ブルクリックします。「接続」ダイアログが表示されたらユーザー名とパス
ワードを入力してください。
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(10) 接続が開始されます。下のダイアログが表示されます。

(11) 接続が完了すると「ダイヤルアップ ネットワーク(bekkoame)」ダイアログ
が表示されます。

(12) WWWブラウザなどのソフトをを起動します。WWWブラウザをご使用の場
合にはWWWブラウザによりホームページをみることができます。

WWW の他にもインターネットでできるサービスは数多くあります。また、
bekkoameの他にも現在ではいろいろなプロバイダが普及しています。目的に合っ
た環境をお選びの上、LM33-PCM-Tで様々なサービスをご体験下さい。
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